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1. 研究目的 

CR 多様体 M 上には自然な円バンドルが構成され、M が強擬凸であるとき、このバンドル空間上には、

田中-Webster 接続の接続形式と scalar 曲率 を用いて Lorentz 計量が構成されることが知られている。

第一の目的は、この結果と同様に、CR-Weyl 接続と円バンドルに自然に誘導される接続を利用することによ

り、バンドル空間上に、擬 Riemann 計量からなる共形構造が構成できることを明らかにすることである。第二

の目的は、この共形構造から定義される Weyl 共形曲率 tensor と M 上の CR 不変な tensor である 

Bochner 曲率 tensor との関係を論ずることである。第三の目的は、この円バンドルには自然な概複素構造

が定義できるが、これが積分可能であるための必要十分条件を円バンドルに誘導される接続の曲率 tensor 

により記述することである。 

 

２． 研究成果 

平成１７年度中に第一の目的でさえ達成することが出来なかったが、大学院後期課程に所属していた

学生と共通の研究の場である CR 構造について実りのあるセミナーを行うことができ、この結果、代表者は多

くの知識を獲得でき、院生は学位を得、後期課程を修了した。また CR 構造に関連し、つぎの論文を出版す

ることが出来た。 
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